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共同経営者の加入イメージ

事業主 共同経営者

加入できない

（平成22年12月末まで）

事業主 共同経営者

2名まで加入できる

（平成23年1月から）

平成23年1月1日より
受付開始！

『事業主の「 共同経営者」
も加入の対象となり ます』

共済加入対象者が、個人事業主
の配偶者や後継者など
「共同経営者」まで拡大されます
(1事業主につき２人まで)

※詳しくは下記連絡先まで

鹿児島県中小企業団体中央会
〒892-0821　鹿児島市名山町9番1号
TEL 099-222-9258   FAX 099-225-2904
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平成23年度中小企業労働事情実態調査速報

 

 

 

 

 

本会では、平成 23 年 7 月１日現在における「中小企業労働事情実態調査（対象：県内 1,000 事

業所 回答率：48.4％）」を実施し、その概要の一部をまとめましたので報告します。 

 

１. 経営の状況 

(1) 現在の経営状況 

経営状況は「良い」と「悪い」が増加。「変わらない」が減少。 

経営状況は、「悪い」と回答した事業所は 55.4％で昨年より 2.3 ポイント増加した。一

方「良い」と回答した事業所も 7.2％で平成 20 年度から増加している。「変わらない」と

回答した事業所は 37.4％で昨年より 2.7 ポイント減少した。 

業種別にみると、製造業では 7.9％の事業所が「良い」と回答した。非製造業では 6.9％

となっている。一方「悪い」と回答した事業所が製造業では 53.3％、非製造業では 56.3％

となっている。 

規模別に見ると、「100 人～300 人」を除くと規模が小さいほど「悪い」と回答した事業

所の割合が高くなっている。 

全国と比較すると「悪い」は本県が 4ポイント高くなっている。 
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(2) 経営上の障害（複数回答） 

「販売不振・受注の減少」、「同業他社との競争激化」が障害 

「販売不振・受注の減少」（58.3％）、「同業他社との競争激化」（52.9％）が 1 位・2 位を

占めた。昨年と比較すると「販売不振・受注の減少」が 3.5 ポイント減少、「同業他社との

競争激化」が 0.3 ポイント減少、「金融・資金繰り難」が 7.9 ポイント減少、一方「原材料・

仕入品の高騰」は 5.4 ポイント増加した。 

 

(3) 経営上の強み（複数回答） 

「組織の機動力・柔軟性」が 1位 

「組織の機動力・柔軟性」（29.1％）、次いで「技術力・製品開発力」（23.6％）、「顧客へ

の納品・サービスの速さ」（20.9％）と続いている。１位～８位までは昨年と比較すると総

じて低い結果となっている。 

反対に、「企業・製品のブランド力」（11.4％）は昨年より 1.5 ポイント増加した。 
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(4) 東日本大震災の経営への影響（複数回答） 

「資材・部品・商品等の調達・仕入れ難」が 1位 

「資材・部品・商品等の調達・仕入れ難」（46.9％）が最も多く、次いで「影響はない」

（38.4％）と続くが、全国においては、「風評による来客・販売の減少」、「休業の実施」、「運

転資金などの資金繰り難」、「電力不足による操業の低下」などの回答率も高く、東日本大

震災による中小企業経営への影響の大きさがうかがえる。 

 
 

２. 従業員の労働時間 

週所定労働時間 

84.5％の事業所が「40 時間」以下 

既に 8 割を超える事業所で、労

働基準法で規定される「週 40 時間」

以下を達成している。 

また、「週 40 時間」を超える事

業所は 15.5％と、昨年比 4ポイン

ト減少しており、労働基準法への

対応が進んでいるが、全国と本県

を比較すると本県が 2.8 ポイント

高い。 

 

３. 従業員の有給休暇 

(1) 有給休暇の平均付与日数 

付与日数は「15～20 日未満」が最も多い 

有給休暇（前年繰越を含まず。）の

平均付与日数は「15～20 日未満」

（33.3％）が最も多く、昨年度より

5.5 ポイント減少した。次いで、「10

～15 日未満」（28.1％）であった。

全国データでも「15～20 日未満」

（46.5％）が最も多い。 
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(2) 有給休暇の取得率 

有給休暇取得率「70～100％」の事業所が最も多い 

年次有給休暇取得率（有給休暇付与日

数の内、有給休暇を取得した割合）が

「70％～100％」（25.8％）の事業所が一

番多く、次に「50～70％未満」（24.8％）、

「30～50％未満」（19.4％）が続き、全国

でも、ほぼ同様の割合の結果となってい

る。 

 

４.新規学卒者の採用について 

(1) 新規学卒者の採用状況 

「採用�てい�い」が約 6�％ 

新規学卒者の採用状況は、

「採用していない」（65.3％）、

「不定期に採用」（29.1％）、

「毎年採用」（3.3％）、「数年

間隔で採用」（2.3％）と続

く。 

製造業・非製造業別では

特に顕著な差はみられない

ものの、全国と比較すると

「毎年採用」で本県が 4.5 ポイント低く、逆に「採用していない」では 8.3 ポイント高くなっ

ている。 

 

(2) 新規学卒者を採用する際に重視する能力・資質（３項目以内複数回答） 

「��・��」が��数 

新規学卒者を採用していると回

答した事業所のうち「熱意・意欲」

（61.1％）、「協調性・コミュニケー

ション力」（46.7％）、「一般常識・

教養」（40.1％）、「専門的知識・技

能」（31.7％）、「行動力・実行力」

（32.3％）が続く。全国と比較する

と、本県は「専門的知識・技能」を

求める割合が9.6ポイント高くなっ

ており、「理解力・判断力」では全

国の方が 13.7 ポイント高い。 

 

 

５.有期契約労働者について 

(1) 有期契約労働者の雇用の有無 

「雇用�てい�い」が約 7�％ 

本県の有期契約労働者の雇用の有無については、「雇用していない」（73.1％）、「雇用し

ている」（26.9％）、となっている。 
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業種別にみると「雇用

している」事業所は、製

造業（35.8％）が非製造

業（22.9％）を 12.9 ポイ

ント上回っている。 

 

 

 

 

(2) 契約更新の明示の有無 

��員�明示���る��約�� 

「全員に明示している」

（91.3％）が一番多く、

次に「一部の人に明示し

ている」（5.6％）、「明示

していない」（3.2％）が

続く。全国と比較しても

顕著な差異は見られない。なお、契約更新にあたっては、「更新の都度説明し、署名等を求

めている」のは半数（本県 50.0％、全国 54.4％）であり、「有期契約労働者の雇用管理の

改善に関するガイドライン」にしたがって改善が必要である。 

 

(3) 過去３年間の有期契約労働者から正社員への転換状況 

�転換������る��約 1 � 

過去３年間の有期契約労働

者から正社員への転換状況に

ついては「有期契約労働者を

雇用したことはない」（66.6％）

が最も多く、次いで「転換し

たことはない」（22.8％）、「転

換したことがある」（10.6％）

と続いており、有期契約労働

者から正社員への転換事例は低い値にとどまっている。 

業種別にみると、製造業では 12.2％の事業所が「転換したことがある」と回答し、非製

造業より 2.3 ポイント上回った。一方「有期契約労働者を雇用したことはない」との回答

は、非製造業（70.9％）が製造業（57.1％）を 13.8 ポイント上回っている。 

 

(4) 有期契約労働者から正社員へ転換する際の基準（複数回答） 

�労働者の����������

�労働者の������ 

有期契約労働者から正社員へ

転換する際の基準については

「労働者の勤務成績・勤務態度」

（72.0％）が最も多く、次いで「労

働者の能力」（70.0％）と続いて

いる。全国と比較してもほぼ同

様の傾向である。 

31.6

26.9

35.8

22.9

68.4

73.1

64.2

77.1

全国

鹿児島県

本県・製造業

本県・非製造業

有期契約労働者の有�

雇用している 雇用していない

(n＝483)

(％)

6.6 

5.6 

5.1 

3.2 

88.3 

91.3 

全国

鹿児島県

契約更新の明示の有�

一部の人には明示している 明示していない 全員に明示している
(％)

(n＝126)

13.8 

10.6 

12.2 

9.9 

28.1 

22.8 

30.6 

19.2 

58.1 

66.6 

57.1 

70.9 

全国

鹿児島県

本県・製造業

本県・非製造業

���年�の有期契約労働者����員�の転換��

転換したことがある 転換したことはない 有期契約労働者を雇用したことはない (％)

(n＝470)

83.0

74.6

48.7

44.9

5.9

1.4

72.0

70.0

38.0

32.0

4.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

労働者の勤務成績

・勤務態度

労働者の能力

労働者の希望

業務上の必要性

契約更新回数

・所要の勤続年数

その他

有期契約労働者����員�転換�る�の����数回��

全国

鹿児島県

(％)(n＝50)
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平成23年度中小企業労働事情実態調査速報

６. 新規学卒者の採用 

平成 23年度の新規学卒者の採用状況 

高校卒（技術系）が多い 

新規学卒者の採用予定・採用人数を見ると「高校卒」（技術系）が採用予定、採用人数と

も多い。充足率でみると、大学卒（技術系）が 90.9％であるが、他は 100％の充足率であ

る。1人当たりの平均初任給額は、「高校卒（技術系）」、「専門学校卒（技術系）」、「大学卒

（事務系）」で下がった。 

反対に、増額したのは、「高校卒（事務系）」、「専門学校卒（事務系）」、「短大卒（含高専）

（技術系）（事務系）」、「大学卒（技術系）」であった。 

 

新規学卒者の学卒別採用予定・採用人数及び平均初任給 

学 卒 
採用 

予定 

採用 

人数 

充足率

(%) 

平均初任給額 

（鹿児島県） 

平均初任給額 

（全国） 

高校卒 
技術系 37人 37人 100 140,765円 (140,944円) 155,925円 (155,158円)

事務系 14人 14人 100 151,103円 (138,125円) 151,687円 (150,825円)

専門 

学校卒 

技術系 10人 10人 100 148,570円 (149,304円) 165,888円 (164,525円)

事務系 1人 1人 100 180,000円 (156,667円) 165,786円 (166,317円)

短大卒 

(含高専) 

技術系 15人 15人 100 154,333円 (152,429円) 168,373円 (172,214円)

事務系 10人 10人 100 157,531円 (149,133円) 163,809円 (163,939円)

大学卒 
技術系 11人 10人 90.9 185,500円 (172,836円) 194,002円 (194,684円)

事務系 16人 16人 100 179,445円 (191,200円) 189,245円 (191,331円)

合 計 
技術系 73人 72人 98.6

  
事務系 41人 41人 100

※（  ）内は，平成 22年度の新規学卒者の平均初任給額(加重平均) 

 

７.平成 24年度の新規学卒者採用計画 

採用計画「ない」が約 7 割 

新規学卒者の採用計画が、「ある」と回答した事業所は 6.6％で、昨年度（7.8％）より

1.2ポイント減少した。 

規模が大きいほど採用計画がある事業所の割合が高く、従業員が「100～300 人」の事業

所では 35.0％が「ある」と回答しており、昨年度（21.4％）より 13.6ポイント増加した。

なお、採用計画が「ない」と回

答した事業所は 68.6％で昨年

に続き高い割合となっており、

中でも、従業員が「1～4 人」の

事業所では、86.1％の事業所が

「採用計画がない」と回答してい

る。零細中小企業の厳しい雇用

状況が窺える。 

全国と比較すると、採用計画

が「ある」と回答した事業所は

本県が 7.3ポイント低い。 

 

7.8

3.9

35.0

10.6

5.4

3.5

1.3

6.6

13.9

66.3

73.7

30.0

49.0

70.1

78.9

86.1

68.6

64.1

25.9

22.4

35.0

40.4

24.6

17.5

12.7

24.8

22.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非製造業

製造業

１００～３００人

３０～９９人

１０～２９人

５～９人

１～４人

本県(n=484)

全国(n=17619)

平成２４年度の新規学卒者採用計画の有無

あ る な い 未 定
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中央会の動き

 

 ９月４日（日）、鹿児島市の天文館において、「組合展示会」（主催：鹿児島県中小企業団体中央会、

協力：天文館本通商店街振興組合）及び「かごんまわっぜかフェスタ’11」（中央会青年部会・鹿児島

県中小企業団体中央会主催）を同時開催した。 

★組合展示会 

 組合展示会は、今年度中央会が取り組んでいる異分野連携促進事業の一環として、天文館本通商店

街で開催したもので、６つの組合と中央会が出展した。中央会ブースでは、パネル展示や配布冊子で

組合の活動事例を紹介し、組織化の相談を受けた。各組合のブースでは、それぞれの組合が取り扱う

製品や商品、技術・サービスなどを広くＰＲし、来街者も足を止めて展示に見入っていた。 

 

 

 

 

 

 

 
ゲート（ぴらモール側）              ①               ②  

 

 

 

 

 

 

③               ④               ⑤  
 

 

 

 

 

 

 
⑥               ⑦        ゲート(電車通り側) 

①【鹿児島県陶業(協)】 作品の展示、伝統工芸士によるろくろの実演、透かし彫りの実演 など 

②【鹿児島県オーストリッチ事業(協)】 ダチョウ関連資料の展示、ダチョウ肉の試食 など 

③【さつまいも産業振興(協)】 パネルの展示、焼き芋等さつまいも商品の展示説明・試食によるＰＲ など 

④【鹿児島県屋久杉事業(協)】 屋久杉飾棚・衝立・座卓・仏壇等の展示、パンフレットの配布 など 

⑤【鹿児島県地盤改良事業(協)】 パネルの展示、チラシの配付、消臭の実演 など 

⑥【鹿児島県漬物商工業(協)】 パネルの展示、寒干沢庵・たかな漬・山川漬等の展示及び試食 など 

⑦【鹿児島県中小企業団体中央会】 相談ブース、パネルの展示、冊子の配布 など 

組合展示会 
＆

かごんまわっぜかフェスタ ‘11 
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中央会の動き
 

 

★かごんまわっぜかフェスタ‘11 
 天神おつきや商店街「ぴらも～る」では、恒例の「かごんまわっぜかフェスタ’11」が開催された。 

 今回は 11 青年部会が出展し、様々な趣向を凝らし、それぞれの業界の取り組み内容や技術・サー

ビスを広くＰＲした。アーケード内に設けた11のブースでは訪れた人々が手作り体験や試食などを楽

しんだ。 

 

 

 

 

 

 

⑧               ⑨                ⑩ 

 

 

 

 

 

 
⑪               ⑫                ⑬ 

 

 

 

 

 

 

⑭               ⑮                ⑯ 

 

 

 

 

 

 

⑰               ⑱                  

⑧【南日本新聞南伸会】 ミナミさんちのクイズラリー・震災パネル展示 など 

⑨【鹿児島県印刷(工)青年部 黎明さつま】 ポスター・パンフレット等印刷製品の展示 など 

⑩【鹿児島市中央卸売市場青果食品(協)青年部】 鹿児島名産、そして旬の青果物展示説明・試食によるＰＲ など 

⑪【(社)鹿児島県ＬＰガス協会青年委員会】 最新ＬＰガスコンロの展示・エコ料理の説明及び試食 など 

⑫【鹿児島県環境整備事業(協)青年部会】 有機農法により生産・製造した野菜の試食、焼酎の紹介 など 

⑬【鹿児島市管工事(協)青年部会】 水回りの相談・水道器具の展示 など 

⑭【鹿児島県タイル工業(協)青年部・壮年部】 アートタイル作成・展示、モザイクタイルを使ったコースター作成 など 

⑮【鹿児島県板金(工)青年部】 銅板折鶴の作成（技能体験教室）、ＰＲチラシの配付 など 

⑯【鹿児島県板硝子商工(協)青年部】 防音・断熱内窓の展示・その他、省エネ、防災、防犯対策商品の展示 など 

⑰【鹿児島県川辺仏壇(協)青年部会】 仏壇展示・金箔おし体験 など 

⑱【本場大島紬織物(協)青年部】 本場大島紬小物類の展示、本場大島紬小物製作の実演・体験 など 



「日置藤元陶芸館」がオープン 

レディス交流会 
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中央会の動き・トピックス

 8 月 19 日（金）、鹿児島市の「城山観光ホテル」で中央

会女性部会主催のレディス交流会（本会補助事業による女

性キャリアアップセミナー同時開催）が開催された。 

 まず、漫遊書家の黒田クロ氏を講師に迎え「経営者の心

得、リーダーの心得」と題して、講習会を開催した。経営

者として、社会人として、また一人間としてどのように物

事に向き合うか、その心得について、黒田氏独自の視点で

そのヒントが語られた。黒田氏は「考え方」は見方や気持

ちを変えれば変わるものであり、この世の中で唯一思い通

りになるものは、自らの思う気持ちであり、考え方一つで、

良くも悪くもなるので、常に前を向くことを意識しておく

ことが大事であると説いた。 

 次に、ＮＰＯ法人まちづくり地域フォーラム かごしま

探検の会 事務局長の東川美和氏を講師に迎え「かごしま

おもしろ歴史散歩～むかしからいまをみつめる～」と題し

て、講習会を開催した。鹿児島にまつわる写真・資料を見

ながら鹿児島の世相・偉人の家族像・民族文化・離島を通

して、知られざる歴史が語られた。参加者は、郷土の再発

見をするとともに、鹿児島の歴史・文化・地理から「今を

生きる」ヒントを学んだ。 

 講習会終了後は、懇親会が開催され、歌や踊りが披露さ

れるなど盛会のうちに終了した。 

 

 鹿児島県陶業協同組合（西郷隆文理事長、組合員 53

人）は、７月１日(金)、日置市吹上町の旧藤元中学校の

跡地にアンテナショップ「日置藤元陶芸館」をオープン

させた。県の緊急雇用創出事業臨時特例基金事業を活用

したもので、日置市から廃校の一部を賃貸し展示場に改

装、組合員の作品約１千点を展示販売している。 

作品は、日用品から美術的工芸作品まで幅広く揃えて

いるほか、月替わりで作品が入れ替わるテーマコーナー

も設けている。 

また、薩摩焼の魅力を体験を通して知ってほしいとの

想いから、教室跡を利用した無料陶芸教室も開催してお

り、ろくろや絵付けなどの陶芸体験もできる。 

西郷隆文理事長はオープンの経緯について「以前から

薩摩焼の魅力を発信できる施設を作りたいと考えていた。

薩摩焼の魅力をぜひ堪能してほしい。」と語っていた。

 

日置藤元陶芸館 
 住所  鹿児島県日置市吹上町与倉３１４９ 

 TEL/FAX ０９９－２９６－５３９０ 

 営業時間 １０：００～１７：００ 

 定休日  水曜日（祝祭日の場合は翌日） 

 ＨＰ http://fujimototougeikan.jimdo.com/ 

 MAIL fujimototougeikan@sky.plala.or.jp 
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インフォメーション

「高校生のための就職面接会」の参加事業所募集
鹿児島労働局 

 本県における平成 24年 3月新規高等学校卒業予定者の就職環境は、7月末時点で、県内就職を

希望する生徒の求人倍率が前年同月を 0.12ポイント上回り、2 年連続して増えていますが、県外

事業所から各高等学校へ連絡があった求人延べ数は、3年連続減少しており、昨年同様に一部厳

しい面もあります。一方、例年、未内定者の内訳は県内就職を希望する者が多数を占めるなど、

県外希望者に比べて厳しい環境となっております。 

つきましては、県内での就職を希望する生徒に対して、応募機会を積極的に提供するとともに、

就職未内定者の早期解決を図るため、鹿児島労働局、ハローワーク、鹿児島県教育委員会及び鹿

児島県では、平成 24年 3 月新規高等学校卒業予定者を対象とした「高校生のための就職面接会」

を以下のとおり開催することといたしました。 

将来の鹿児島を担う優秀な人材確保のため、多数の事業所の方々のご参加をお願いいたします。  
 

面接会の概要は以下のとおり 
 

○ 開 催 日 時   平成 23年 11月 1日（火）  13 時 00 分から 17時 00 分まで 

○ 開 催 場 所   鹿児島市与次郎１丁目８番 10 号 鹿児島サンロイヤルホテル 

○ 参加申込期限   平成 23年 10月 20 日（木） 

○ お問い合わせ先   鹿児島労働局職業安定部職業安定課 

              TEL 099-219-8711  FAX 099-216-9911 

  ※ 鹿児島労働局のホームページからも参加申込書はダウンロードできます 

    http://kagoshima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/ 

 

 

理 事 長  安  忠 雄  役 職 員 一 同

T E L  0997-52-7111 〒894-0025  奄美市名瀬幸町６番５号 FAX 0997-53-5211 

“おかげさまで創立55周年”
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業界情報

業界情報（平成23年 7月情報連絡員報告） 
製 造 業

味噌醤油製造業 
７月に入り本格的な夏の訪れとともにめんつゆなどの
季節商品の動きが良くなってきた。昨夏ほどの動きでは
ないようだが、これを契機に少しでも活気を取り戻したい。 

酒類製造業 

（平成 23 年 6月分データ。単位 kℓ・%）

区 分 H22.6 H23.6 前年同月比

製成数量 9,513.8 8,382.0 88.1

移出 

数量 

県内課税 4,449.2 4,544.6 102.1

県外課税 7,032.5 6,083.3 86.5

県外未納税 4,180.7 4,769.1 114.1

在庫数量 243,407.5 233,344.3 95.9

漬物製造業 
生大根は順調だが、干し大根は苦戦している。 

蒲鉾製造業 
中元時期で年間を通じて二番目に売れる月である。今年
は関東地方の売上げが特に悪く、15％のマイナスである。
県内は昨年と同様位の売上である。ただ、空港売店は売
上げが悪くマイナス５％の落ち込みである。全体では昨
年比プラスマイナスゼロである。原材料で見るとすり身
の相場が 10～20％値下げである。これから値下げによ
る安売りがエスカレートする不安がある。 

鰹節製造業 
東日本大震災時、外国船籍の船がほとんど寄港せず、原
料が高い時に加工した分が販売できず在庫として残っ
ている。安くも売ることができずに非常に厳しい状況が
続いている。 

菓子製造業 
夏は和菓子がなかなか出ないため厳しい状態である。 

茶製造業 
一番茶の取引は低温の影響で数量も少なく、キロ当たり
2,039円で、前年比 92％に終わった。二番茶は数量こそ
前年比 96％と少なかったものの、価格で前年を１割上
回ったことは喜ばしい。しかしながら、企業間で格差が
出てきたことは否めない 

大島紬織物製造業 
8 月 20 日織姫館で「紬の日」イベントを実施。24 日谷
山北公民館で第４回目の大島紬講座を実施。紬シールを
使った携帯デコレーション制作。 

本場大島紬織物製造業 
平成 23年６月の検査反数は 653反で、前年比 77.5％で
あった。６月１日より検査料値上げで、５月は前年比

120.3％、その反動で６月は 74.4％になったと思われる
が、７月の 77.5％は減産に歯止めがかからない状態だ
と思われる。 

木材・木製品製造業 
７月に素材３回、製材製品３回の市売りを行った。素材、
製品とも際立って特筆するべき材料もなく流れとして
は、当用買い眺めの様相。ただ、プレカット工場は幾分
忙しさが戻ってきたとのこと。例年なら秋に向けての荷
動きに期待するところだが、急速な円高基調がどのよう
に影響するのか業界には不透明感が漂っている。 

木材・木製品製造業 
東日本大震災から早５ヶ月近くにやがてなろうとして
いるが、ようやく住宅資材不足の解消への道筋が見えて
きたという声を聞く。但し、相変わらず住宅市場は停滞
しており、厳しい競争に晒されていることに変わりはな
い。この様に少ない需要をうまく掴むためには、各種住
宅優遇策をいかに提案できるかが、勝負になるといわれ
ている。提案できるビルダーとなるため、情報収集は怠りなく。 

生コンクリート製造業 
出荷量は対前年比 100.9％の 106,175㎥で、特に減少し
た地域は、串木野、川薩、姶良伊佐、桜島垂水、種子島、
屋久島、喜界島、奄美大島、奄美南部、沖永良部で、特
に増加した地域は、鹿児島、指宿、加世田、宮之城、出
水、大隅、南隅、甑島であった。官公需は対前年比 93.8％
の 47,089㎥で、民需は対前年比 107.4％の 59,086㎥で
あった。全体として官公需の減が大きい。特に離島及び
地方における出荷量は官公需に依るところが大きいこ
とから官公需の増減が直接その地域の出荷量に大きく
影響している。 

コンクリート製品製造業 
７月度の出荷トン数は 6,613 トンで、前年度同月比
121.1％であった。出荷量は、姶良、川薩、大隅地区に
て増えており、他地区は同等もしくは減少となった。７
月度の受注は若干ではあるが、前年度同月比に対して増
となった。 

仏壇製造業 
海外輸入仏壇内訳（主たる輸入国は、中国、ベトナム、
タイ等）、平成 23 年 4 月 20,731 本、5 月 26,368 本、6
月 27,265本。2011年累計 132,384本。 

印刷業 
ここへきて、紙代やインキ等更なる値上げの動きがあり、
業界内での経営ひっ迫が加速しそうである。経済の停滞
と、印刷材料の値上げというダブルパンチに、早急なる
改善策が求められる。 
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業界情報

非 製 造 業 
 

卸売業 
取引条件の変更から、新たな資金負担を強いられる等、
景況が悪化している。自動車関連企業に景況回復の兆し
有。雇用の増加も認められ、業種間格差が見受けられる。 

燃料小売業 
通常であれば夏場に向けては需要減により輸入価格が
低下すべきところ、逆に高騰傾向にある点が懸念される。
価格に大きな影響を及ぼす原油価格上昇が不安材料。 

中古自動車販売業 
依然として玉不足が続き厳しい状況である。来店客も少
なく、今後が懸念される。 

青果小売業 
前月比 112.5％ 前年同月比 97.8％ 

農業機械小売業 
西日本に於いても東日本同様各社節電に努力している
状況であるが、組合員各社もこまめに電気のスイッチを
切る、冷房温度設定を上げる等努力している。売上に関
しては早期水稲の刈取の最盛期であるが、先日の台風で
稲の倒伏により機械の故障が多く見受けられる。農家と
の信頼関係を続けるためにも全社あげて即対応ができ
るよう努力している。 

石油販売業 
原油価格は米国経済の先行き懸念で下落傾向に推移し
ているものの、関係するドバイ原油は依然として１バー
レル 110ドル前後で推移している。現在卸価格も高止ま
り状況にあり、小売り価格も同様の動きをするべきとこ
ろだが、転嫁遅れが目立ってきている。よって上記のと
おり業界の景況は予断を許さない。 

鮮魚小売業 
現在被災地では、住民の方も参加しての復興プランを作
成し、一歩ずつ前へ進んでいる。漁港の水揚げも始まり
宮城県よりキハダマグロ等が鹿児島へ輸送され「なでし
こジャパン」に負けないくらいの強さで前へ進んでいる。 

商店街（霧島市） 
７月の売上高は前年並みの傾向であった。昨年は口蹄疫
の影響で中止になった霧島国分夏祭りも行われ、２日間
で 14 万人の人出で街中に賑わいが戻ってきたように思
われた。 

商店街（薩摩川内市） 
エコポイントで車と家電、省エネで電化製品、最後に地
デジでテレビと買い替えさせられて、他の商品の購買意
欲はなく最低の売上。節電も影響しているのかも。 

商店街（鹿児島市） 
７月に入り九州新幹線全線開業の効果で観光客は増加
し、飲食業にとっては一定の効果があったが、物販に関
しては平年並みであった。後半、アパレルを中心に Sale
を行っており、夏物の在庫数量は減ったものの、販売価
格の低下により昨年並みの売上にとどまった。商店街と
しては、６月中に退店、移転した店舗が３店舗、倒産１
件があり、空き店舗が目立つようになった。商店街が実
施する７月 15、16日の千石天神社六月燈（夏祭り）は、
金・土曜日の開催で活況を呈し、売上高は 20%程度伸び
た。 

商店街（鹿屋市） 
先月、漢方薬局がオープンし、本年度は新規開店数が３
軒になった。来月にはラーメン店がオープンする予定で
ある。 
 
 

サービス業（旅館業/県内） 
昨年は口蹄疫等の影響で大幅な落ち込みだった。前年同
月比では好転しているが、通年ベースのマイナス幅が減
少したにとどまっている。九州新幹線の全線開業効果で
関西、中国地方のお客様が増加しているように見受けら
れるが、大震災の影響等で特に航空機利用の関東方面か
らのお客様の減少が未だ続いており、全体的には若干の
増加にとどまっているように思う。 

旅行業 
九州新幹線全線開業で県外への観光の増加も見られて
きたが福岡・広島・岡山までで京阪神方面は今まで通り
航空機利用が多い。例年、夏休みは、東京方面の家族・
ＯＬの個人旅行の申込みが多いが今年は家族旅行とし
てＴＤＬ（東京ディズニーランド）等の申込みが減って
ＵＳＪ（ユニバーサル・スタジオ・ジャパン）の申込み
と、九州内の宿泊旅行が増えてきている。円高の影響で、
夏休み海外への家族連れの問い合わせが増えてきてお
り明るい兆しが見え始めているので、今後に期待したい。
７月の集客状況は前年比：90.5％であった。 

建築設計業 
県内の６月の請負金額は前年同月比 10.8％減で、20％
超の減少だった４，５月と比べ持ち直し感が出てきた。
請負件数は 6.2％減となっている。ただ、建築設計業界
は県関係の耐震関連業務が落ち着いてきたことや、昨年
の景気対策の反動により公共工事請負金額や請負件数
が減少していることなどから、依然として厳しい状況に
変わりはない。 

自動車分解整備・車体整備業 
特に大きな変化は見られないが、全般的に若干動きが鈍
くなっている。 

電気工事業 
太陽光発電や省エネ化に取り組んでいる会社は現状維
持であるが、マンションやビル関係の工事のウエイトが
大きい会社は最悪の状態である。 

内装工事業 
７月のラベル売上数は、カーテンラベル対前年同月比
203.1％で大幅に増加、壁装ラベル対前年同月比
169.3％で増加、じゅうたん等ラベル対前年同月比
161.1％で増加した。全体のラベル数及び売上も昨年よ
り２割増加している。このまま安定した状況が続くこと
を願うが、景気回復には至っていない。 

建設業（鹿児島市） 
受注状況は悪化している。 

建設業（曽於市） 
会員受注高は半減しており、経営状況は改善されない。 

貨物自動車運送業 
荷動きについては、全体的には昨年並みに推移した。ま
た、投機資本等の流入により原油価格が高騰し、主燃料
である軽油価格が高止まりしている状態である。「暫定
税率の廃止」この公約を実現してほしいものだ。 

運輸業（個人タクシー） 
今月前半は厳しい状態であったが、夏休みに入りやや好
転の兆しが見えてきた。今後に期待するしかない。 

倉庫業 
第１四半期は順調に推移したが、７月以降物流の流れが
悪くなった。 
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倒産概況

平成２３年８月 鹿児島県内企業倒産概況 

（負債額 1,000万円以上・法的整理のみ） 

㈱帝国データバンク 鹿児島支店 

 

件数２件 負債総額 3億 7,100万円 

件数、前年同月比 3 件減 負債総額、前年同月比 71.5％減 
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鹿児島県の倒産推移（平成22年8月～平成23年8月）

負債額

倒産件数

22年 23年

 
 

 

【概要】 

 2011年８月の鹿児島県内の企業倒産（負債額1000万円以上・法的整理）は、件数で2件（前月比83.3％、

10件減少、前年同月比 60.0％、3件減少）、負債総額は 3億 7100万円（前月比 91.8％、41億 5200万円

減少、前年同月比 71.5％、9億 3300万円減少）となった。 

なお、倒産の態様は、破産 1件、特別清算 1件。 

 

【各要因別】 

 ・業種別では、卸売 2件。 

・主因別では、販売不振 2件。 

・資本金では、100万円～1000万円未満 1件、１000万円～5000万円未満 1件。 

・負債額では、１億円～5億円未満 2件。 

・地域別では、鹿児島市１件、霧島・姶良地区 1件。 
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倒産概況

【ポイント】 

８月度としての倒産件数は、前月比 10 件減の 2 件であった。件数でみると前月までの増勢基調から

は一転して落ち着きを見せ、平成 23年 1月以来の水準となった。 

Ｆ（株）（霧島市）は、1954年（昭和 29年）3月に設立された水道資材販売、水道設備工事業者。公

共工事の減少から販売・受注共に低調に推移するなど赤字決算が続き、資金繰りが悪化し株主総会の決

議により解散、特別清算手続き開始となった、今後の営業は新会社（株）F に商号を譲渡し事業を継続

していく。（有）Ｍは 2011年 4月に事業停止後に破産となったもの。 

 

【今後の見通し】 

 ８月発表の内閣府月例報告によると、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるものの

持ち直しているとして景気の基調判断を上方修正した。下振れリスクとしては急速な円高や海外景気の

減速懸念などをあげている。さらに内閣府が 11日発表した機械受注統計も前月比 7.7％増となり、2カ

月連続で増加した。先行きとしては、サプライチェーンの立て直しが進み、生産活動が回復していくと

期待感が込められている。 

 鹿児島県内の景況としては、観光サービス業においては新幹線効果により県外客の入り込み客の増加

により、ホテル旅館の稼働率が上昇し、関連して土産品需要などの増加といった波及効果がでている。

流通小売業の競合激化は変わらず、鹿児島市内の老舗量販店の閉店により県外企業の進出が発表される

など、依然として厳しい外部環境に置かれている。 

食品関係では、福島第一原発事故の影響により農畜産物から放射性セシウム検出がされる事態から、

県産の農畜産物の安全性をアピールしていく施策を具体化させ、販売優位性を確保しようとしている。 

 建設業に関しては、国の発注金額は増加傾向を示すものの、市町村と県においては低水準となってお

り、東日本大震災により補助金の傾斜配分による影響とみられている。 

今後の動向としては倒産件数としては小康状態を保っているかにみえるものの、中小企業金融安定化

法の適用による返済猶予企業の再生進捗や自主休廃業といった事業継続について苦境に立たされてい

る企業は依然として潜在しており、予断を許さない状況は続くものとみられる。 

 

 

 平成 23年 8月企業倒産状況（法的整理のみ） 

企業名 所在地 業 種 
負債総額 

(百万円) 

資本金 

(千円) 
態 様 

Ｆ(株) 霧島市 卸売 271 12,000 特別清算 

(有)Ｍ 鹿児島市 卸売 100 5,000 破産 

2件 3億 7,100万円
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中央会関連主要行事予定

中央会関連主要行事予定 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 9 月 

29日(木) 

14：00 

平成 23年度経済講演会 
 鹿児島市「鹿児島サンロイヤルホテル」 

テーマ：不況に負けない中小企業経営とは！
講 師：経済ジャーナリスト 内田裕子 

平成 23 年 10 月 

1日(土) 

9：50 

中央会青年部会チャリティゴルフ大会 
 島津ゴルフ倶楽部 

平成 23 年 11 月 

17日(木) 

14：00 

第 63回中小企業団体全国大会 
名古屋国際会議場「センチュリーホール」 
大会テーマ 
「立ち上がろう！中小企業 絆を活かして」

24日(木) 

15：15 

商工中金協力会 
鹿児島市「城山観光ホテル」 
テーマ：「笑顔が作る素晴らしい人間関係」
講 師：笑顔共和国大統領 福田純子 

 
 

【個別専門指導事業】 
 

法律・労務・会計等の分野で高度な専門的知識が必

要となるケースにおいて、それぞれの専門家を招き、

問題点のスムーズな解決を図るものです。 

 

●費用の 3分の 2を中央会が負担（講師謝金、講師旅費、

会場借料等）します。 
 

●上限額があるほか、３分の１の自己負担が必要です。 
 

●お問い合わせは中央会まで！ 

中央会助成事業のご案内 

共同経営者の加入イメージ

事業主 共同経営者

加入できない

（平成22年12月末まで）

事業主 共同経営者

2名まで加入できる

（平成23年1月から）

平成23年1月1日より
受付開始！

『事業主の「 共同経営者」
も加入の対象となり ます』

共済加入対象者が、個人事業主
の配偶者や後継者など
「共同経営者」まで拡大されます
(1事業主につき２人まで)

※詳しくは下記連絡先まで

鹿児島県中小企業団体中央会
〒892-0821　鹿児島市名山町9番1号
TEL 099-222-9258   FAX 099-225-2904
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平成23年1月1日より
受付開始！

『事業主の「 共同経営者」
も加入の対象となり ます』

共済加入対象者が、個人事業主
の配偶者や後継者など
「共同経営者」まで拡大されます
(1事業主につき２人まで)

※詳しくは下記連絡先まで

鹿児島県中小企業団体中央会
〒892-0821　鹿児島市名山町9番1号
TEL 099-222-9258   FAX 099-225-2904
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